
　

２
０
１
７
年
度
の
関
東
支
部
総
会
を

次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。
会
員
の
皆

様
の
活
発
な
ご
意
見
、
ご
討
議
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

総
会
に
引
き
続
き
例
年
ど
お
り
懇
親

会
を
開
催
し
ま
す
。
多
く
の
会
員
の
皆

様
と
と
も
に
、
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

日
時　

６
月
１
日
㈭

　
　
　

本
部
総
会　

10
時
〜

　
　
　

支
部
総
会　

11
時
〜

　
　
　

懇
親
会　
　

12
時
〜

会
場　

東
京
ド
ー
ム
ホ
テ
ル

　
　
　

地
下
１
階
「
天
空
」　

　
　

☎
０
３
（
５
８
０
５
）
２
１
１
１

　
　

○
Ｊ
Ｒ
水
道
橋
駅
東
口
徒
歩
２
分

　
　

○
東
京
メ
ト
ロ
丸
ノ
内
線・南
北
線

後
楽
園
駅
２
番
出
口
徒
歩
５
分

　
　

〇
都
営
地
下
鉄
三
田
線

　
　
　

水
道
橋
駅
Ａ
２
出
口
徒
歩
１
分

　
　

☆
詳
し
く
は
同
封
の
交
通
案
内
を

ご
参
照
く
だ
さ
い
。

懇
親
会
費　

６
０
０
０
円

　
　
　

当
日
集
金
し
ま
す
。
お
釣
り
の

無
い
よ
う
に
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

　

Ｂ
Ｏ
Ｂ
会
本
部
の
通
常
総
会
、
関
東

支
部
総
会
の
順
に
開
催
し
ま
す
。本
部
・

支
部
そ
れ
ぞ
れ
の
議
案
を
評
決
し
て
い

た
だ
き
ま
す
の
で
、
同
封
の
次
の
資
料

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

①
Ｂ
Ｏ
Ｂ
会
本
部
通
常
総
会
の
ご
案
内

②
支
部
だ
よ
り
総
会
特
集
号
（
別
紙―

関
東
支
部
関
係
の
議
題
掲
載
）

③
通
常
総
会
出
欠
通
知
用
は
が
き
（
表

決
権
行
使
書
）　　
　

☆
出
欠
通
知
用
は
が
き
は
５
月
19
日
㈮

必
着
で
ご
返
送
く
だ
さ
い
。

☆
欠
席
の
方
は
、
は
が
き
の｢

表
決
権

行
使
書
」
に
各
議
案
の
賛
否
を
ご
記

入
の
上
、
投
函
を
お
願
い
し
ま
す
。

☆
出
席
さ
れ
る
方
は
、
資
料
の
①
②
を

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　

平
素
よ
り
お
客
様
紹
介
運
動
に
ご
協

力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

２
０
１
６
年
度
は
皆
様
の
ご
協
力
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
旅
行
・
ナ
イ
ス
ギ
フ

ト
紹
介
と
も
に
前
年
実
績
を
上
回
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
関

東
支
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の
利
用
も

伸
び
悩
み
ま
し
た
。
お
客
様
紹
介
運
動

は
、
Ｂ
Ｏ
Ｂ
会
活
動
の
大
き
な
柱
の
一

つ
で
す
。
引
き
続
き
「
お
一
人
１
紹
介
」

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
今
回
も
支
部
総
会
に
お
い
て
、

旅
行
紹
介
件
数
・
金
額
上
位
３
名
に
感

謝
状
と
副
賞
を
贈
呈
し
ま
す
。

【
２
０
１
６
年
度
実
績
】

◎
旅
行
紹
介
（
対
前
年
）

３
７
４
件
（
89
％
）

１
億
１
５
５
３
万
円
（
79
％
）

◎
ナ
イ
ス
ギ
フ
ト
紹
介
（
対
前
年
）

２
７
２
件
（
97
％
）

１
０
９
２
万
円
（
69
％
）

　

今
年
度
よ
り
、「
お
客
様
紹
介
シ
ー

ト
」
は
偶
数
月
（
４
月
、
６
月
、
８
月
、

10
月
、
12
月
、
２
月
）
に
同
封
す
る
こ

参
加
者
募
集

お
申
し
込
み
は
Ｂ
Ｏ
Ｂ
会
事
務
局
へ

 

（
所
属
ク
ラ
ブ
名
・
年
齢
要
）

と
に
な
り
ま
し
た
。
な
お
、
関
東
支
部

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
プ
リ
ン
ト
が
で
き

ま
す
し
、
お
店
で
も
入
手
可
能
で
す
。

　

会
員
ご
本
人
の
利
用
や
お
客
様
紹
介

の
時
に
、「
お
客
様
紹
介
シ
ー
ト
」
を

ご
提
出
い
た
だ
い
て
い
な
い
ケ
ー
ス
が

多
く
み
ら
れ
る
よ
う
で
す
。

　

ぜ
ひ「
Ｂ
Ｏ
Ｂ
会
員
で
す
」と
お
申
し

出
い
た
だ
き
「
お
客
様
紹
介
シ
ー
ト
」

の
ご
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

 

御
岳
渓
谷
散
策

　

美
し
い
清
流
美
と
し
て
日
本
名
水
百

選
に
指
定
さ
れ
て
い
る
、
多
摩
川
上
流

の
御
岳
渓
谷
を
訪
ね
ま
す
。
整
備
さ
れ

た
遊
歩
道
を
歩
い
て
、
新
緑
の
季
節
を

満
喫
し
ま
せ
ん
か
？　

ミ
ニ
美
術
館
や

造
り
酒
屋
に
も
立
ち
寄
り
ま
す
。

期
日　

５
月
26
日
㈮

　
　
　

雨
天
予
報
の
場
合
は
中
止

集
合　

青
梅
線
御
嶽
駅　

10
時
35
分

行
程　

御
嶽
駅　

玉
堂
美
術
館　

遊
歩

道　

豆
ら
く（
昼
食
）　

寒
山
寺

　

櫛
か
ん
ざ
し
美
術
館　

小
澤

酒
造（
沢
乃
井
）　

沢
井
駅

　
　
　
（
徒
歩
約
３
㎞
、
16
時
頃
解
散
）

定
員　

20
名

会
費　

３
５
０
０
円
（
昼
食
・
入
場
料
・

利
き
酒
料
・
保
険
込
）

締
切　

５
月
19
日
㈮

主
催　

京
葉
倶
楽
部

担
当　

金
政　

初
美　
　

　
　

☎
０
４
７
（
４
８
４
）
３
８
８
７

主　
　

催

５
月  

25
日 

㈭

26
日 

㈮

26
日 

㈮

26
日 

㈮

６
月  

7
日 

㈬

7
日 

㈬

10
日 

㈯

７
月  

4
日 

㈫

10
月  
11
日 

㈬

八
方
ヶ
原
へ
ツ
ツ
ジ
を
訪
ね
て
ハ
イ
キ
ン
グ

我
が
街
紹
介
シ
リ
ー
ズ（
第
１
回
）落
合
散
歩
と
記
念
館
め
ぐ
り

茶
所
狭
山
で
茶
摘
み
体
験

御
岳
渓
谷
散
策

新
緑
の
秩
父
路
散
策

石
の
里
・
宇
都
宮
大
谷
と
船
村
徹
記
念
館
を
訪
ね
て

貴
賓
室
で
楽
し
む
府
中
競
馬

紫
陽
花
咲
く
箱
根
登
山
鉄
道
沿
線
巡
り

第
１
回
全
国
俳
句
大
会
（
募
集
７
月
〜
８
月
）

第
４
回
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
（
募
集
７
月
〜
９
月
）

第
４
回
全
国
ゴ
ル
フ
大
会

な
ん
た
い

東
京
２
３

さ
き
た
ま

京
葉

武
蔵
野

常
磐

東
京
２
３

湘
南

本
部

本
部

本
部

実
施
日

◎
参
加
者
募
集
一
覧

内　
　
　
　

容

※

会
員
の
方
は
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

　

お
申
し
込
み
、
お
問
い
合
わ
せ
は
Ｂ
Ｏ
Ｂ
会
事
務
局
へ
。

◎
エ
ー
ス
Ｊ
Ｔ
Ｂ
応
援
団
開
設

　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
グ
ル
ー
プ
社
員
と
Ｂ
Ｏ
Ｂ

会
員
限
定
の
「
エ
ー
ス
Ｊ
Ｔ
Ｂ
応
援

団
」
が
開
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。「
ル
ッ
ク
Ｊ
Ｔ
Ｂ
応
援
団
」

と
同
様
、
本
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
団
員
登
録
を
行
う
と
、
優
待
旅
行

商
品
の
情
報
が
ｅ‒

メ
ー
ル
で
送
ら

れ
て
き
ま
す
。
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
登
録
方
法
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

関
東
支
部
総
会
を
開
催

＝
東
京
ド
ー
ム
ホ
テ
ル
＝ 

６
月
１
日
㈭

２
０
１
６
年
度
お
客
様
紹
介
運
動
実
績

　
　
　
　
　
　
　
　

引
き
続
き「
お
一
人
１
紹
介
」を
！
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新
緑
の
秩
父
路
散
策

　

関
東
平
野
の
西
の
端
、
神
話
が
息
づ

き
、
寺
社
に
伝
説
が
語
り
継
が
れ
、
や

が
て
祭
り
や
芸
能
と
な
り
独
自
の
伝
統

文
化
が
生
ま
れ
て
き
た
秩
父
の
町
を
散

策
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

秩
父
山
地
の
生
い
立
ち
な
ど
が
分
か

る
「
武
甲
山
資
料
館
」、
秩
父
地
方
の

総
社
で
極
彩
色
の
彫
刻
が
見
事
な
「
秩

父
神
社
」、
秩
父
夜
祭
の
す
べ
て
が
分

か
る「
秩
父
ま
つ
り
会
館
」を
訪
れ
ま
す
。

そ
の
後
は
「
秩
父
ふ
る
さ
と
館
」
へ
立

ち
寄
り
、
江
戸
中
期
創
業
の
老
舗
「
武

甲
酒
造
」
で
酒
造
り
行
程
を
見
学
し
、

「
秩
父
地
場
産
セ
ン
タ
ー
」で
休
憩
。
札

所
の
う
ち
少
林
寺
、
慈
眼
寺
の
２
寺
を

参
拝
し
た
後
、
秩
父
蕎
麦
を
い
た
だ
き
、

歓
談
後
西
武
秩
父
駅
で
解
散
し
ま
す
。

期
日　

６
月
７
日
㈬　

小
雨
決
行

集
合　

西
武
池
袋
駅
ホ
ー
ム
特
急
乗
車

出
札
口
前　

８
時
10
分
（
８
時

30
分
発
ち
ち
ぶ
７
号
乗
車
）

　
　
　

西
武
線
所
沢
駅
４
・
５
番
線

ホ
ー
ム
中
ほ
ど
特
急
券
販
売
機

付
近　

８
時
40
分
（
8
時
54
分

発
ち
ち
ぶ
７
号
乗
車
）

行
程　

西
武
池
袋
線
池
袋
・
所
沢
駅　

横
瀬
駅　

武
甲
山
資
料
館　

秩

父
神
社　

秩
父
ま
つ
り
会
館　

秩
父
ふ
る
さ
と
館　

武
甲
酒
造

　

秩
父
地
場
産
セ
ン
タ
ー　

少

林
寺　

慈
眼
寺　

 （
昼
食
）
　

 

西

武
秩
父
駅
（
解
散
）

会
費　

４
０
０
０
円
（
往
路
特
急
券
・

昼
食
・
入
場
料
・
保
険
込
）

主
催　

武
蔵
野
倶
楽
部

担
当　

中
川　

信
昭

　
　

☎
０
４
２
（
３
９
２
）
１
８
３
２

　
　

＊
申
込
み
の
際
、
乗
車
駅
連
絡
要

 

石
の
里
・
宇
都
宮
大
谷
と

　
　
　
　

船
村
徹
記
念
館
を
訪
ね
て

　

今
市
Ｉ
Ｃ
に
ほ
ど
近
い
、
日
光
街
道

沿
い
に
あ
る
「
船
村
徹
記
念
館
」
を
訪

ね
ま
す
。
戦
後
歌
謡
界
を
代
表
す
る
作

曲
家
で
、「
別
れ
の
一
本
杉
」
や
「
み

だ
れ
髪
」
な
ど
手
が
け
た
曲
は
５
０
０

０
曲
以
上
、
誰
も
が
口
ず
さ
む
名
曲
の

数
々
を
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

　

昼
食
は
大
谷
石
造
り
の
お
し
ゃ
れ
な

人
気
レ
ス
ト
ラ
ン
で
ビ
ュ
フ
ェ
ラ
ン
チ
。

　

午
後
は
大
谷
石
で
有
名
な
宇
都
宮
大

谷
エ
リ
ア
へ
。
高
さ
27
Ｍ
の
巨
大
観
音

像
が
お
出
迎
え
し
て
く
れ
ま
す
。
平
安

時
代
の
石
仏
大
谷
観
音
を
祀
る
大
谷
寺
、

深
さ
30
Ｍ
、
広
さ
２
万
㎡
に
も
及
ぶ
地

下
採
掘
場
跡
は
迫
力
満
点
で
す
。

　

宇
都
宮
と
言
え
ば
餃
子
。
試
食
や
お

土
産
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

期
日　

６
月
７
日
㈬　

雨
天
決
行

集
合　
Ｊ
Ｒ
我
孫
子
駅
北
口
７
時
30
分

行
程　

我
孫
子
駅　

今
市
Ｉ
Ｃ　

道
の

駅
・
日
光
「
船
村
徹
記
念
館
」

　

宇
都
宮
（
昼
食
「
石
の
蔵
」） 

　

石
の
里
・
大
谷
エ
リ
ア
観
光

　

二
荒
山
神
社　

餃
子
会
館
来

ら
っ
せ
本
店　

宇
都
宮
Ｉ
Ｃ　

柏
駅
（
19
時
着
予
定
）

定
員　

40
名

会
費　

１
１
０
０
０
円
（
昼
食
・
入
場

料
・
保
険
込
）

主
催　

常
磐
倶
楽
部

担
当　

田
崎　

勝
弘　

　
　

☎
０
２
９
７
（
７
４
）
５
０
０
３

　

☎
０
９
０
（
６
９
２
１
）
６
４
６
４

 

貴
賓
室
で
楽
し
む
府
中
競
馬

　

初
夏
の
府
中
競
馬
場
の
豪
華
な
貴
賓

室
で
競
馬
を
楽
し
み
ま
す
。
バ
ル
コ

ニ
ー
に
出
て
、
疾
走
す
る
馬
た
ち
の
美

し
い
姿
を
眺
め
る
の
も
爽
快
で
す
。

　

今
回
も
昼
食
は
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
の

和
食
弁
当
で
す
。

　

貴
賓
室
利
用
の
た
め
、
男
性
は
ジ
ャ

ケ
ッ
ト
＆
タ
イ
、
女
性
は
ジ
ー
パ
ン
以
外

の
淑
女
ら
し
い
服
装
で
お
願
い
し
ま
す
。

　

貴
族
に
な
っ
た
気
分
で
、
是
非
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。
解
散
は
17
時
頃
で
す
。

期
日　

６
月
10
日
㈯　

雨
天
決
行

集
合　

京
王
線
府
中
競
馬
場
正
門
前
駅

改
札
口
（
左
側
）　

10
時
30
分

定
員　

20
名

会
費　

５
０
０
０
円
（
昼
食
・
入
場
料
・

保
険
・
諸
経
費
込
）

　
　

＊
取
消
料
５
日
前
か
ら
５
０
０
円
、

前
日
か
ら
３
０
０
０
円

締
切　

５
月
31
日
㈬

主
催　

東
京
２
３
倶
楽
部

担
当　

森　

勇
雄

　

☎
０
８
０
（
３
３
９
０
）
８
１
０
５

 

紫
陽
花
咲
く
箱
根
登
山
鉄
道
沿
線

　
　
　
　

巡
り
と
名
物
自
然
薯
料
理
！ 

　

小
田
原
か
ら
箱
根
登
山
鉄
道
に
乗
り
、

１
万
株
の
紫
陽
花
が
咲
き
乱
れ
る
沿
線

を
ゆ
っ
く
り
鑑
賞
し
ま
す
。

　

途
中
宮
ノ
下
で
は
、
箱
根
自
然
薯
の

森
「
山
薬
」
で
今
話
題
の
と
ろ
ろ
汁
を

ベ
ー
ス
に
し
た
お
昼
を
楽
し
み
、
富
士

屋
ホ
テ
ル
を
中
心
と
し
た
セ
ピ
ア
通
り

を
散
策
し
ま
す
。

　

強
羅
か
ら
は
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
で
日
本

初
の
フ
ラ
ン
ス
庭
園
「
強
羅
公
園
」
を

訪
れ
、
色
と
り
ど
り
の
紫
陽
花
を
鑑
賞

し
解
散
し
ま
す
。
希
望
者
は
、
大
涌
谷

や
芦
ノ
湖
へ
。
美
術
館
巡
り
も
お
楽
し

み
い
た
だ
け
ま
す
。

期
日　

７
月
４
日
㈫　

雨
天
決
行

集
合　
Ｊ
Ｒ
・
小
田
急
小
田
原
駅
改
札

口
前　

10
時
厳
守　

行
程　

小
田
原　

箱
根
湯
本　

 （
箱
根

登
山
鉄
道
の
車
窓
か
ら
紫
陽
花

鑑
賞
）
宮
ノ
下
駅　

 （
昼
食
）

　

富
士
屋
ホ
テ
ル　

セ
ピ
ア
通

り　

宮
ノ
下
駅　

強
羅
駅　

公

園
上
駅　

強
羅
公
園
（
入
園
後

自
由
見
学
、14
時
頃
解
散
予
定
）

定
員　

25
名
（
最
少
催
行
人
員
15
名
）

会
費　

４
８
０
０
円
（
箱
根
ト
コ
ト
コ

切
符
・
昼
食
・
保
険
・
写
真
込
）

　
　

＊
箱
根
ト
コ
ト
コ
切
符
は
、
小
田

原
〜
早
雲
山
ま
で
の
往
復
ケ
ー

ブ
ル
カ
ー
代
と
強
羅
公
園
入
園

料
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
　

＊
取
消
料
２
日
前
か
ら
２
５
０
０

円
、
当
日
４
５
０
０
円

締
切　

６
月
30
日
㈮

主
催　

湘
南
倶
楽
部

担
当　

大
塚　

謙
太

　

FAX
☎
０
４
６
５
（
２
４
）
１
８
０
１

　

☎
０
９
０
（
１
７
６
１
）
１
８
８
１

　
　
　

平
澤　

正
司

　

FAX
☎
０
４
４
（
９
４
４
）
４
７
７
６

 

本
部
主
催
全
国
イ
ベ
ン
ト

　

２
０
１
７
年
度
の
本
部
主
催
全
国
イ

ベ
ン
ト
は
次
の
３
件
が
予
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
詳
細
は
６
月
上
旬
以
降
、
本
部

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、Ｂ
Ｏ
Ｂ
新
聞
、
支
部

だ
よ
り
で
発
表
の
予
定
で
す
。

◎
第
１
回
全
国
俳
句
大
会

兼
題　

西
瓜
（
ス
イ
カ
）、

　
　
　

兜
虫
（
か
ぶ
と
虫
）

作
品　

１
人
２
句
（
兼
題
１
句
、
自
由

　
　
　

題
１
句
）

応
募　

７
月
１
日
〜
８
月
31
日

◎
第
４
回
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

テ
ー
マ　

①
旅
、②
自
由

作
品　

３
年
以
内
に
撮
影
し
た
未
発
表

　
　
　

の
現
像
写
真
（
Ａ
４
版
か
２
Ｌ

　
　
　

版
）ま
た
は
デ
ジ
タ
ル
写
真（
ス

　
　
　

マ
ホ
可
）。
一
人
３
点
ま
で

応
募　

７
月
１
日
〜
９
月
30
日

◎
第
４
回
全
国
ゴ
ル
フ
大
会

期
日　

10
月
11
日
㈬　

　
　
　

前
日
、
松
島
ホ
テ
ル
大
観
荘
で

　
　
　

前
夜
祭
（
会
費
制
）

場
所　

松
島
チ
サ
ン
Ｃ
Ｃ（
宮
城
県
）

費
用　

プ
レ
ー
費　

７
４
３
０
円

　
　
　

参
加
費　

２
０
０
０
円

 

Ｓ
Ｏ
Ｇ
さ
き
た
ま
会

　
　
　

第
92
回
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ（
告
知
）

期
日　

６
月
８
日
㈭　

場
所　

渡
良
瀬
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

集
合　

８
時
20
分　

ス
タ
ー
ト　

９
時　

募
集　

６
組
24
名　

費
用　

プ
レ
ー
費　

７
８
０
０
円

　
　
　
（
セ
ル
フ
カ
ー
ト
・
昼
食
込
）

　
　
　

参
加
費　

１
５
０
０
円

担
当　

野
口
正
太
郎　

　

☎
０
９
０
（
２
４
８
７
）
０
１
０
３

　
　
　

須
藤　
　

昇　

　

☎
０
９
０
（
３
０
６
５
）
２
５
４
６

◎
中
山
道
を
歩
く
（
第
７
回
）

　
　

深
谷
宿
か
ら
神
保
原
立
場（
報
告
）

　

３
月
３
日
、
28
名
で
深
谷
駅
を
９
時

に
出
発
し
、
早
春
の
武
蔵
野
路
を
深
谷

宿
か
ら
本
庄
宿
を
経
由
し
神
保
原
駅
ま

で
約
15
㎞
を
歩
き
ま
し
た
。

　

赤
城
お
ろ
し
の
向
か
い
風
に
飛
ば
さ

れ
そ
う
に
な
り
な
が
ら
深
谷
宿
の
清
心

寺
、
岡
部
陣
屋
跡
、
普
済
寺
を
見
学
。

普
済
寺
山
門
右
手
に
は
水
戸
浪
士
柿
澤

一
族
の
墓
、
少
し
離
れ
た
畑
の
中
に
は
、

寺
の
開
基
者
で
平
家
と
戦
っ
た
岡
部
六

弥
太
の
五
輪
塔
が
あ
り
ま
し
た
。

さ
き
た
ま
倶
楽
部

第310号 （2）



　

道
の
駅
「
お
か
べ
」
で
一
息
。
野
萩

先
達
の
歯
切
れ
の
良
い
ガ
イ
ド
に
皆
聞

き
耳
を
た
て
、
歴
史
に
精
通
し
て
い
な

け
れ
ば
こ
の
案
内
は
で
き
な
い
と
感
心

し
な
が
ら
歩
き
ま
し
た
。

　

八
坂
神
社
百
庚
申
・
牧
西
八
幡
大
神

社
を
見
て
遅
い
昼
食
。
中
山
道
沿
い
に

あ
る
「
み
ぶ
ろ
」
で
、
焼
き
魚
、
唐
揚
げ
、

ミ
ニ
海
鮮
丼
な
ど
を
そ
れ
ぞ
れ
注
文
し
、

美
味
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

本
庄
宿
の
総
鎮
守
神
社
の
社
殿
近
く

で
記
念
写
真
を
撮
り
、
横
穴
式
石
室
を

持
つ
円
墳
浅
間
古
墳
、
涙
橋
跡
碑
を
見

て
神
保
原
駅
に
16
時
前
に
到
着
。

　

４
カ
月
ぶ
り
の
街
道
歩
き
に
皆
少
し

疲
れ
気
味
で
し
た
が
楽
し
い
一
日
で
し

た
。
同
コ
ー
ス
３
月
10
日
は
21
名
で
催

行
。
３
日
と
同
じ
く
好
天
に
も
か
か
わ

ら
ず
風
の
強
い
日
で
し
た
。
次
回
か
ら

担
当
を
北
関
東
俱
楽
部
に
バ
ト
ン
タ
ッ

チ
し
ま
す
。　
　
　
　
　
（
会
田　

記
）

◎
第
91
回
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
（
報
告
）

　

３
月
８
日
、
渡
良
瀬
カ
ン
ト
リ
ー
倶

楽
部
に
て
参
加
者
13
名
（
他
倶
楽
部
２

名
）で
開
催
。後
半
は
や
や
風
が
強
か
っ

た
も
の
の
、
朝
か
ら
晴
天
に
恵
ま
れ
３

月
上
旬
に
し
て
は
グ
ッ
ド
コ
ン
デ
ィ

シ
ョ
ン
で
し
た
。
優
勝
者
は
も
ち
ろ
ん

全
員
に
賞
品
が
い
き
わ
た
り
ま
し
た
。

　

成
績
は
次
の
と
お
り
。　
　

Ｇ
Ｈ
Ｎ

優　

勝　

野
口
正
太
郎
さ
ん　

92
20.4
71.6

準
優
勝　

林　
　
　

守
さ
ん　

89
15.6
73.4

３　

位　

吉
田　
　

慶
さ
ん　

87
10.8
76.2

Ｂ　

Ｇ　

吉
田　
　

慶
さ
ん　

87

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
須
藤　

記
）

◎
柳
都
会
麻
雀
大
会
（
報
告
）

　

新
潟
に
も
春
の
訪
れ
が
感
じ
ら
れ
る

３
月
４
日
、
８
名
の
参
加
に
よ
り
、
熱

戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

成
績
は
次
の
と
お
り
。

優　

勝　

袖
山　

博
司
さ
ん

準
優
勝　

金
子　
　

實
さ
ん

３　

位　

金
子　

敏
夫
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
高
橋　

記
）

◎
笠
間
焼
・
芸
術
の
街
で
名
高
い
関
東

の
小
京
都
・
笠
間
日
帰
り
の
旅
（
報
告
）

　

３
月
11
日
、我
孫
子
駅
か
ら
26
名（
京

葉
倶
楽
部
か
ら
２
名
含
む
）、
赤
塚
か

ら
の
７
名
の
総
勢
33
名
で
笠
間
へ
。

　

ま
ず
は
笠
間
日
動
美
術
館
の
〝
パ

レ
ッ
ト
館
〞
へ
。
画
家
愛
用
の
パ
レ
ッ

ト
に
絵
が
描
か
れ
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
し
か
見
ら
れ
な
い
と
の
こ
と
。

展
示
品
の
多
さ
と
パ
レ
ッ
ト
の
個
性
に

目
を
見
張
る
思
い
で
し
た
。

　

次
に
笠
間
焼
の
窯
元｢

ふ
く
だ｣

へ
。

笠
間
焼
の
成
り
立
ち
を
聞
き
、
登
り
窯

を
見
学
。
そ
の
規
模
の
大
き
さ
に
圧
倒

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
日
本
三
大
稲

荷
の
一
つ
、
笠
間
稲
荷
神
社
に
参
拝
。

門
前
の
通
り
は
神
様
が
通
ら
れ
る
の
に

ふ
さ
わ
し
い
白
い
石
畳
み
の
〝
稲
田
御

影
石
〞
が
敷
か
れ
て
い
ま
す
。

　

神
社
横
の
郷
土
料
理
店
「
む
ぎ
と
ろ

量
深
」
で
む
ぎ
と
ろ
膳
を
い
た
だ
き
、

「
笠
間
陶
芸
美
術
館
」
を
見
学
。
佐
白

山
の
〝
と
う
ふ
や
〞
に
立
ち
寄
り
、
帰

路
に
つ
き
ま
し
た
。　
　
（
井
上　

記
）

◎
武
蔵
野
倶
楽
部
顔
合
わ
せ
会（
報
告
）

　

３
月
17
日
、
一
橋
学
園
「
一
龍
」
に

て
当
倶
楽
部
５
回
目
と
な
る
顔
合
わ
せ

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

間
際
に
健
康
状
態
悪
化
な
ど
の
理
由

で
５
名
が
欠
席
と
な
り
、
少
し
寂
し
い

顔
合
わ
せ
会
に
な
り
ま
し
た
が
、
他
倶

楽
部
か
ら
１
名
、
紅
一
点
久
保
さ
ん
の

参
加
も
あ
り
明
る
く
開
催
し
ま
し
た
。

　

会
は
、
嘉
澤
さ
ん
の
挨
拶
と
乾
杯
の

発
声
で
開
宴
と
な
り
ま
し
た
。
懐
か
し

い
仲
間
と
酒
を
酌
み
交
わ
し
料
理
に
舌

鼓
を
打
ち
、
入
社
当
時
の
思
い
出
や
子

ど
も
・
孫
の
話
に
時
の
立
つ
の
も
忘
れ

る
ほ
ど
で
し
た
。

　

終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、
あ
っ

と
い
う
間
に
３
時
間
が
過
ぎ
、
松
島
さ

ん
か
ら
武
蔵
野
倶
楽
部
の
発
展
と
参
加

者
の
健
康
を
祈
念
し
た
締
め
の
言
葉
を

も
っ
て
散
会
し
ま
し
た
。（
中
川　

記
）

◎
菊
苗
を
お
分
け
し
ま
す

　

菊
は
、
日
々
わ
ず
か
な
時
間
で
も
根

気
よ
く
育
て
る
と
、
秋
に
は
必
ず
き
れ

い
な
花
を
咲
か
せ
、
心
身
に
健
や
か
な

喜
び
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

　

多
く
の
皆
様
に
菊
づ
く
り
の
醍
醐
味

を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
嬉
し
い
と

思
い
、
今
年
も
大
菊
の
苗
の
頒
布
会
を

開
催
し
ま
す
。
当
日
は
、
菊
づ
く
り
勉

強
会
も
開
催
し
ま
す
。

　

申
込
者
に
は
、
世
話
役
か
ら
追
っ
て

連
絡
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

日
時　

６
月
２
日
㈮　

13
時

会
場　

南
池
袋
Ｊ
Ｔ
Ｂ
ビ
ル
（
Ｂ
Ｏ
Ｂ

　
　
　

会
館
）
１
階
会
議
室

締
切　

５
月
17
日
㈬

費
用　

実
費
と
し
て
１
本
１
０
０
円

申
込　

Ｂ
Ｏ
Ｂ
会
事
務
局

　

＊
世
話
役
は
、
宮
嶋
、
阿
部
・
北
垣

◎
平
成
29
年
度
第
３
回
戦
（
告
知
）

　

恒
例
と
な
り
ま
し
た
九
十
九
里
浜

（
蓮
沼
）
に
泊
ま
っ
て
の
プ
レ
ー
を
今

年
も
６
月
に
設
定
し
ま
す
。
会
場
は
、

太
平
洋
と
緑
豊
か
な
自
然
に
囲
ま
れ
た

蓮
沼
ガ
ー
デ
ン
ハ
ウ
ス
の
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
コ
ー
ス
で
す
。

　

コ
ー
ス
に
隣
接
し
た
ホ
テ
ル
に
泊
ま

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
同
好
会

武
蔵
野
倶
楽
部

３月10日　同

笠間稲荷神社にて

３月３日　本庄宿金鑚神社にて

第310号（3）



は
ら

訃
　
　
　
　
報

桑
田　

柳
三
さ
ん　
　

（
93
歳
）

平
成
29
年
３
月
５
日

謹
ん
で
心
か
ら

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
。

り
、
昼
は
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
、
夜
は
カ
ラ

オ
ケ
に
興
じ
て
懇
親
を
深
め
た
い
と
思

い
ま
す
。
是
非
多
く
の
方
々
の
ご
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

期
日　

６
月
５
日
㈪
〜
６
日
㈫

宿
泊　

蓮
沼
ガ
ー
デ
ン
ハ
ウ
ス

　
　
　

ホ
テ
ル
マ
リ
ー
ノ

　
　

☎
０
４
７
５
（
８
６
）
２
５
１
１

集
合　
Ｊ
Ｒ
津
田
沼
駅
南
口

　
　
　

千
葉
工
大
正
面
前　

９
時
30
分

会
費　

１
６
０
０
０
円
（
１
泊
４
食
・

　
　
　

宴
会
費
・
プ
レ
ー
・
レ
ン
タ
ル
・

　
　
　

賞
品
・
保
険
込
）

行
程　

１
日
目　

津
田
沼
駅　

蓮
沼

（
ホ
テ
ル
で
昼
食
）
13
時
か
ら

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

　
　
　

２
日
目　

８
時
30
分
か
ら
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
（
ホ
テ
ル
で
昼
食
）

13
時
蓮
沼　

道
の
駅　

津
田
沼

駅
（
15
時
30
分
解
散
予
定
）

締
切　

５
月
26
日
㈮

申
込　

Ｂ
Ｏ
Ｂ
会
事
務
局
（
年
齢
要
）

担
当　

三
富　

照
雄

　
　

☎
０
４
７
（
４
５
７
）
４
１
７
０

◎
入
門
コ
ー
ス
へ
の
お
誘
い

　

支
部
だ
よ
り
３
月
号
に
入
門
コ
ー
ス

を
起
ち
上
げ
た
い
と
の
記
事
を
掲
載
し

た
と
こ
ろ
、
お
一
人
の
方
が
手
を
挙
げ

ら
れ
ま
し
た
。

　

受
講
者
一
人
、
講
師
一
人
と
い
う
状

況
で
は
受
講
者
に
負
荷
が
か
か
り
、
精

神
的
に
相
当
つ
ら
く
は
な
い
か
と
思
い

ま
し
た
が
、
あ
え
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
受
講
し
て
い
る
お
一
人
の
方
は
、

多
く
の
仲
間
と
書
を
楽
し
み
た
い
と
の

思
い
が
あ
り
、
あ
と
に
続
く
人
が
出
て

く
る
こ
と
を
信
じ
て
、
今
一
人
で
頑

張
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

プ
の
両
方
を
楽
し
め
ま
し
た
。
宿
で
は

温
泉
が
い
つ
で
も
楽
し
め
快
適
で
し
た
。

　

ク
ラ
ブ
が
長
続
き
し
た
の
は
、
先
人

の
努
力
、
ス
キ
ー
大
好
き
の
集
ま
り
、

盛
り
上
が
る
懇
親
会
の
お
か
げ
で
す
。

　

ス
キ
ー
好
き
な
方
大
歓
迎
で
す
。
来

シ
ー
ズ
ン
一
緒
に
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

シ
ー
ハ
イ
ル
！！　
　
　
　
（
片
山　

記
）

◎
３
月
の
互
選
句

　

３
月
の
兼
題
は
「
水
温
む
、
そ
の
他
」

水
温
む
陽
当
る
川
辺
の
昼
静
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岡
本　

幸
子

山
里
の
月
朧
々
と
水
温
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
庭　

英
雄

春
涙
新
横
綱
の
が
ぶ
り
四
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

森
木　

茂
子

糸
桜
は
ら
り
ひ
と
ひ
ら
闇
が
吸
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
宮　

澄
子

水
温
む
木
の
葉
舟
乗
る
旅
路
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

富
岡　

遊
生

ベ
ビ
ー
カ
ー
幼
な
子
起
き
て
春
の
ぞ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

行
川　

春
枝

白
梅
に
誘
わ
れ
出
で
し
筑
波
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
田　

勝
彦

◎
３
月
の
互
選
句

　

題
「
沈
」
の
佳
句
は
次
の
と
お
り
。

「
沈
黙
は
金
」
と
悟
っ
た
聞
き
上
手

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

荒
井　

春
雄

沈
黙
が
事
の
重
大
物
語
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
上　

恵
子

陽
が
沈
み
ま
っ
て
ま
し
た
と
酒
が
呼
ぶ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

手
塚　
　

実

憤
り
肚
に
沈
め
て
笑
い
顔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
谷
川
政
榮

住
み
な
れ
た
島
を
沈
め
る
温
暖
化

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
田　

圭
子

日
の
沈
む
頃
に
出
勤
夜
の
蝶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

志
満　
　

武

安
酒
も
心
の
沈
み
癒
す
マ
マ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

横
山　

信
之

故
郷
も
地
盤
沈
下
で
過
疎
と
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岡
田　

秀
雄

沈
艦
の
中
に
眠
れ
る
勇
士
た
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

北
濃　

祥
二

誘
わ
れ
て
今
日
も
沈
没
午
前
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

丸
木　

正
登

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
手
塚　

記
）

あ
　

２
年
前
に
世
田
谷
区
主
催
の
「
世
田

谷
区
生
涯
大
学
」
に
入
り
ま
し
た
。
こ

の
大
学
は
、
区
在
住
の
60
歳
以
上
の
男

女
が
学
ん
で
い
ま
す
。
５
コ
ー
ス
あ
り
、

私
は
「
読
・
書
再
体
験
」
コ
ー
ス
に
入

学
し
ま
し
た
。

　

授
業
は
週
１
回
２
年
制
で
、
毎
回
必

ず
健
康
体
操
が
１
時
間
あ
り
ま
す
。
生

徒
の
健
康
も
気
遣
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

私
の
入
学
し
た
コ
ー
ス
は
、
先
生
が

エ
ッ
セ
イ
ス
ト
で
、
本
の
丁
寧
読
み
を

教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
本
に
対
す
る
気

持
ち
が
少
し
変
わ
り
ま
し
た
。
今
ま
で
乱

読
し
て
い
た
こ
と
に
気
が
付
き
ま
し
た
。

　

２
年
間
の
う
ち
に
は
、
学
習
は
も
ち

ろ
ん
、
学
園
祭
、
研
修
旅
行
な
ど
の
行

事
も
多
く
あ
り
ま
し
た
。
最
初
は
バ
ラ

バ
ラ
だ
っ
た
み
ん
な
の
心
が
、
次
第
に

ま
と
ま
っ
て
い
き
ま
し
た
。
過
去
の
職

業
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
本
音
を
言
え
た
の

で
す
。
地
元
の
仲
間
と
、
男
女
の
差
な

く
友
人
に
な
れ
る
っ
て
素
晴
ら
し
い
も

の
で
す
。
今
で
は
、
月
に
１
回
は
会
お

う
と
い
う
友
人
も
い
ま
す
。
こ
の
絆
を

大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ご
協
力
い
た
だ
い
た
の
は
次
の
23
名

の
方
々
で
す
。　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

〈
３
月
分
〉

鈴
木
治
嗣　

五
十
嵐
隆　

落
合
守
夫

坂
井
正
夫　
野
口
正
太
郎　

藤
井　

久

船
山
里
子　

水
島
邦
男　

吉
田
雄
一

陰
山
卓
司　

外
川
幸
子　

山
下
芳
夫

小
林
富
子　

松
井
文
雄　

深
川
三
郎

川
田　

毅　

池
田　

武　

奈
良　

晋

内
田
寛
治　

富
沢
玲
子　

武
藤　

昭

野
崎
正
治　
濱
野
キ
ヨ
子

　

ナ
イ
ス
ギ
フ
ト
購
入
者
は
次
の
22
名

の
方
々
で
す
。　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

小
見
山
進　

岩
上
正
勝　
植
田
伊
三
郎

柴
﨑
松
實　
野
口
正
太
郎　

橋
本
照
男

平
澤
正
司　

榎
本
宗
輔　

河
村　

元

原
田
清
孝　

三
富
照
雄　

小
林
哲
二

松
井
文
雄　

生
沢
弘
幸　

西
袋
哲
也

川
田　

毅　

多
田
煕
孝　

大
沼
一
夫

池
田　

武　

田
辺　

弘　

入
江
貞
夫

濱
野
キ
ヨ
子

私
が
「
生
涯
大
学
」
で
得
た
こ
と

富
澤　

好
乃

会
員
だ
よ
り

　

入
門
コ
ー
ス
は
、
皆
さ
ん
の
ご
参
加

を
い
つ
で
も
歓
迎
し
ま
す
。
い
つ
か
ら

で
も
始
め
ら
れ
ま
す
。
仲
間
を
待
っ
て

頑
張
っ
て
お
ら
れ
る
方
と
一
緒
に
書
を

始
め
ま
せ
ん
か
。

　

教
室
は
毎
月
第
２
・
４
水
曜
日
の
14

時
か
ら
16
時
ま
で
、Ｂ
Ｏ
Ｂ
会
館
で
開

催
し
て
い
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
事
務

局
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。（
大
沼　

記
）

◎
志
賀
高
原
ス
キ
ー
（
報
告
）

　

ス
キ
ー
好
き
ー
ク
ラ
ブ
発
足
10
周
年

を
迎
え
た
今
シ
ー
ズ
ン
は
、
２
月
５
日

か
ら
８
日
ま
で
、
志
賀
高
原
一
の
瀬
ス

キ
ー
場
「
ホ
テ
ル
山
楽
」
に
13
名
で
投

宿
し
、一
の
瀬
、タ
ン
ネ
の
森
、高
天
ヶ

原
、
ブ
ナ
平
、
西
舘
山
、
焼
額
山
な
ど

変
化
に
富
ん
だ
広
大
な
エ
リ
ア
を
元
気

に
滑
り
ま
し
た
。

　

３
日
間
、
粉
雪
の
舞
う
日
々
で
し
た

が
、
良
質
で
豊
富
な
雪
に
ス
キ
ー
の
醍

醐
味
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

志
賀
の
ス
キ
ー
場
は
整
備
が
充
実
、
圧

雪
し
た
ゲ
レ
ン
デ
と
、
新
雪
の
ス
ロ
ー

お
客
様
紹
介
運
動
の

実　
　

績

Ｊ
Ｔ
Ｂ
ナ
イ
ス
ギ
フ
ト

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た

書

道

同

好

会

や
ぐ
る
ま（
川
柳
会
）

ス
キ
ー
好
き
ー
ク
ラ
ブ

最後列右端が筆者

第310号 （4）




